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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨  年  の ス テ ー ジ 施 。 東 日 本 大 震 災 （

1 1年

３ 月

1 1日 ） の 発 生 後 す ぐ

に 県 内 在 住 ミ ュ ー ジ シ ャン た ち が 「 現 地 を 支 援 しよ う 」 と 発 起 し 、 １ カ 月も た た な い う ち に 開 催 した 。 翌 年 以 降 も 、  「 あ の悲 惨 な 出 来 事 を 、 決 し て風 化 さ せ て は な ら な い 」と の 思 い で 、 毎 年 こ の 時期 に 継 続 開 催 。 コ ロ ナ 禍の た め 、

2 0年 か ら ３ 年 間

は 中 止 さ れ た が 、

2 3年 に

再 開 。 そ し て

2 4年 か ら

は 、 元 日 に 発 生 し た 能 登半 島 地 震 の 被 災 者 に も エー ル を 送 ろ う と 「 東 日 本大 震 災 ・ 能 登 半 島 地 震 復興 支 援 チ ャ リ テ ィ ー ラ イブ 」 と 銘 打 た れ て い る 。出 演 す る の は 、 次 の グ ルー プ 。  （ 順 不 同 ）Ｔ ｈ ｅ

4 5（ ビ ー ト ル ズ カ

ュ ー メ デ ィ ア プ ラ ザ 山 口（ 山 口 市 熊 野 町 １ ） で 開か れ る 。　
こ の 催 し は 、 ２ ０ １ １

年 ４ 月 ２ 日 に 初 め て 実

バ ー 、 山 口 市 ） ▽ 一 の坂 オ ー ル ド タ イ マ ー ズ（ ブ ル ー グ ラ ス ・ ア イリ ッ シ ュ 、 同 ） ▽ ノ ース セ ク シ ョ ン （ ポ ッ プス 、 同 ） ▽ Ｎ Ｉ Ｇ Ｈ Ｔ　
Ｂ Ｉ Ｒ Ｄ （ ポ ッ プ

ス 、 山 陽 小 野 田 市 ） ▽源 之 助 と ナ イ ス タ イ ム（ レ ゲ エ 、 美 祢 市 ） ▽

　
チ ャ

リ テ ィー ラ イブ 「 この 小 さな 手 で何 が でき る パート
Ⅹ Ⅲ
」

が 、 ３月 ７ 日
（ 土 ）  午

後 ０ 時半 か ら５ 時 半ご ろ まで 、 ニ

段 上 ト リ オ （ ジ ャ ズ 、 山口 市 ） ▽ Ｌ Ａ

－

Ｌ Ａ （ ポ

ッ プ ス 、 同 ） ▽ 鹿 野 苑
（ フ ォ ー ク ロ ッ ク 、 同 ）  。

　
司 会 は 、 会 の 趣 旨 に 賛

同 す る フ リ ー ア ナ ウ ン サー の ス ペ ー ス 佐 藤 さ ん が務 め る 。 ま た 、 オ ー プ ニン グ は 陸 上 自 衛 隊 山 口 駐屯 地 和 太 鼓 チ ー ム 「 維 新太 鼓 」 が 飾 り 、 日 本 赤 十字 社 山 口 県 支 部 に よ る 支援 活 動 報 告 の 時 間 も 設 けら れ る 。　
同 会 で は こ れ ま で の

1 2

回 で 、 計 １ ０ ４ 万 ７ １ ３７ 円 の 浄 財 を 被 災 地 に 届け て き た 。 入 場 は 無 料で 、 会 場 内 に は 募 金 箱 が設 置 。 寄 せ ら れ た 浄 財は 、 す べ て 赤 十 字 に 寄 付さ れ る 。 問 い 合 わ せ は 、実 行 委 員 会 代 表 の 辻 田 昌次 さ ん （

０ ９ ０

－

４ ８

９ ３

－ ４ ２ ２ ５ ） へ 。

と 思 う 」 と 同 施 設 。　
会 場 で は 他 に 「 威 風 堂

々 」  （ エ ル ガ ー ） や 「 花の ワ ル ツ 」  （ チ ャ イ コ フス キ ー ） が 演 奏 さ れ る 予定 だ 。　
チ ケ ッ ト は 前 売 り ２ ０

０ ０ 円 （ 全 席 自 由 ） で 、

 

同 施 設 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口市 民 会 館 、 サ ン パ ー ク あじ す で 購 入 で き る 。 当 日券 は ２ ５ ０ ０ 円 で 、 残 席が あ る 場 合 の み 販 売 さ れる 。 未 就 学 児 は 入 場 不可 。

と い う 民 謡 の 複 数 形 で 、チ ェ コ 語 で 『 ド ゥ ム カ 』は 『 回 想 』 や 『 瞑

め い

想 そ う

』 を

意 味 す る こ と も あ る 。 上野 さ ん か ら は 『 門 出 や 旅立 ち の 季 節 に ふ さ わ しい 、 華 や か な 名 曲 』 と 聞い て お り 、 出 会 い と 別 れの 季 節 で も あ る 春 の は じま り を 、 す が す が し い 気持 ち で 迎 え て い た だ け る

催 。　
「 赤 れ ん が の 小 さ な ホ

ー ル で 、 三 つ の 楽 器 の 響き を 浴 び る 体 験 は と て もぜ い た く 。 今 回 が 初 の 共演 と な る ３ 人 が イ チ オ シと し て 届 け る の は 、 ド ヴォ ル ザ ー ク の ピ ア ノ 三 重奏 曲 と し て 最 も 有 名 な 第４ 番 『 ド ゥ ム キ ー 』  。 ウク ラ イ ナ の 『 ド ゥ ム カ 』

　

刀 根 由 貴 子 （ ピ ア

ノ ）  、 上 野 美 科 （ バ イ オリ ン ）  、 宮 田 浩 久 （ チ ェロ ） の ３ 人 に よ る ト リ オコ ン サ ー ト 「 早 春 の プ レリ ュ ー ド 」 が 、 ３ 月 ６ 日（ 金 ）  午 後 ６ 時 半 か ら Ｃ ・Ｓ 赤 れ ん が （ 山 口 市 中 河原 町 ５ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２

８

－

６ ６ ６ ６ ） で 開 か れ

る 。 同 施 設 と 山 口 市 の 主

門 出 の 季 節 の ト リ オ  コ  ン  サ ー ト
赤 れ ん が で  「 早 春 の プ レ リ  ュ  ー ド 」

３ 月 ６ 日 東 日 本 ・ 能 登 半 島 支 援 チ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ

「 こ の 小 さ な 手 で 何 が で き る 」 Ⅹ Ⅲ
３ 月 ７ 日
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岩 本 菜 奈 子 眼 科 科 長

ど ） の 結 膜 炎 も あ り ます 。　
ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎 の

代 表 的 な 症 状 に は 、 目 の強 い か ゆ み 、 充 血 、 ゴ ロゴ ロ し た 異 物 感 、 ま ぶ たの 腫 れ 、 涙 や 目 や に の 増加 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。　
昨 シ ー ズ ン ま で は 何 と

も な か っ た 人 が 突 然 発 症し た り 、 シ ー ズ ン 途 中 で症 状 が 現 れ た り す る こ とが あ り ま す 。 こ れ は 、 蓄積 さ れ た ア レ ル ギ ー 反 応が 閾
し き い

値
ち

を 超 え る た め で

す 。 症 状 が 強 い と 、 夜 寝て い る 間 に つ い 目 を 強 くこ す っ て し ま い 、 角 膜（ 黒 目 の 表 面 ） を 傷 付 けて し ま う こ と も あ り ます 。 す る と 、 視 力 の 低 下や 感 染 症 の リ ス ク も 高 ま

る た め 注 意 が 必 要 で す 。ま た 、 ド ラ イ ア イ の 方は 、 涙 に よ っ て 花 粉 が 洗い 流 さ れ に く い こ と から 、 症 状 が 悪 化 し や す い傾 向 が あ り ま す 。 黄 緑 色の 膿
う み

の よ う な 目 や に 、 強

い 痛 み ・ 急 な 視 力 低 下 があ る 場 合 は 、 感 染 性 結 膜炎 な ど 別 の 病 気 の 可 能 性が あ る た め 受 診 を 急 い でく だ さ い 。　
ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎 の

治 療 で は 、 主 に 抗 ア レ ルギ ー 点 眼 薬 が 使 わ れ ます 。 症 状 が 重 い 場 合 は 、炎 症 を 抑 え る た め に ス テロ イ ド 点 眼 薬 を 併 用 す るこ と も あ り ま す 。　
特 に 重 要 な の が 「 初 期

療 法 」 で す 。 花 粉 が 飛 び始 め る ２ 週 間 ほ ど 前 か ら

　
治 療 と あ わ せ て 、 日 常

生 活 で の 花 粉 対 策 も 重 要で す 。 ・ 外 出 時 は 花 粉 対 策 用 メガ ネ や マ ス ク を 着 用 ・ 帰 宅 時 は 衣 服 や 髪 に つい た 花 粉 を 室 内 に 持 ち 込ま な い よ う 払 い 落 と す ・ 洗 顔 や 洗 眼 で 目 に つ いた 花 粉 を や さ し く 洗 い 流す ・ 部 屋 の 換 気 は 花 粉 が 少な い 時 間 帯 に 行 う ・ 空 気 清 浄 器 を 活 用 す る
（ フ ィ ル タ ー 清 掃 も 忘 れず に ）　

こ の よ う な 工 夫 を 日 々
積 み 重 ね る こ と で 、 目 への 花 粉 付 着 や 症 状 の 悪 化を 防 げ ま す 。　

花 粉 症 に よ る 目 の 症 状
は 、 決 し て そ の ま ま 放 置し て よ い も の で は あ り ませ ん 。 症 状 が 進 行 す る と生 活 の 質 が 落 ち る だ け でな く 、 将 来 的 な 目 の 病 気を 引 き 起 こ す 要 因 に も なり ま す 。　

「 例 年 よ り か ゆ い 」  「 今
シ ー ズ ン か ら 充 血 や 涙 目が は じ ま っ た 」 な ど 、 少し で も 気 に な る 症 状 が あれ ば 、 早 め に 眼 科 へ ご 相談 く だ さ い 。　

適 切 な 診 断 と 治 療 、 そ
し て 日 常 の 対 策 で 、 快 適な 春 を お 過 ご し い た だ けれ ば と 思 い ま す 。

　
山 口 市 大 内 で 医 療 ・ 介 護 サ ー ビ ス を 展 開 す る 医 療 法 人 社 団 水 生 会 グ ル

ー プ は 、 柴 田 病 院 （ 山 口 市 大 内 矢 田 北 ５ ） を 中 心 に 、 介 護 老 人 保 健 施設 、 有 料 老 人 ホ ー ム を 運 営 。  「 お 家

う ち

に 帰 れ る

 大 お お

内 う ち

の 病 院 」 を 合 言 葉 に 、 地

域 の 人 た ち の 健 康 と 生 活 を 支 え て い る 。 日 本 人 の ２ 人 に １ 人 が 花 粉 症 を発 症 し て い る と の 統 計 も あ る 中 、 花 粉 飛 散 の ピ ー ク を 前 に 、 岩 本 菜 奈 子眼 科 科 長 に 花 粉 症 対 策 な ど を 聞 い た 。
　
春 先 に な り ま す と 、 目

の か ゆ み や 充 血 、 涙 目 でお 困 り の 方 が 増 え ま す 。花 粉 症 は 鼻 だ け の 病 気 では な く 、 結 膜 に 起 こ る「 ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎 」が 大 き な 負 担 に な り ます 。　
山 口 県 で は 例 年 、 ス ギ

は ２ 月 中 旬 〜 ３ 月 、 ヒ ノキ は ３ 〜 ４ 月 に 飛 散 の ピー ク を 迎 え 、 症 状 は こ の時 期 に 強 く 出 や す く な りま す 。　
春 以 外 で も 、 初 夏 の イ

ネ 科 、 秋 の ブ タ ク サ ・ ヨモ ギ な ど で 症 状 が 出 る 方も い ま す 。 季 節 に 関 係 なく 続 く 通 年 性 （ ハ ウ ス ダス ト ・ ダ ニ ・ 動 物 の 毛 な 花 粉 飛 散 の  ピ  ー ク を 前 に柴 田 病 院 の 岩 本 菜 奈 子 眼 科 科 長 に 聞 く花 粉 症 と 目 の 症 状

目 の 花 粉 症 、  主 な 症 状

日 常 生 活 で で き る 花 粉 対 策ひ ど く な る 前 に 受 診 を

花 粉 症 の 治 療 方 法

～  ア レ ル ギ ー 性   結 膜 炎 に つ  い て

点 眼 薬 を 使 い 始 める こ と で 、 症 状 を軽 く し た り 、 発 症時 期 を 遅 ら せ た りす る 効 果 が 期 待 でき ま す 。　
症 状 が 出 て か ら

の 治 療 は も ち ろ ん大 切 で す が 、 早 めの 対 策 が 予 防 に は欠 か せ ま せ ん 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


